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小高区内学校適正化の進捗状況等について 
 
１ これまでの懇談会等の経緯 
（１）保護者との懇談会 
  ４月１８日 小高区５校ＰＴＡ役員懇談会 
  ４月１９日 小高区４小学校保護者懇談会 
  ４月２０日 小高中学校保護者懇談会 
  ５月 ８日 小高区５校ＰＴＡ役員・区長会合同懇談会 
  ７月 ５日 小高区４小学校保護者懇談会 
 

（２）市議会議員への説明会 
 ５月２７日 地区懇談会及び全体懇談会の概要説明 
 

（３）地区懇談会の開催 
  ５月２８日 中部地区懇談会 
  ５月３０日 東部地区懇談会 
  ５月３１日 西部地区懇談会 
  ６月２６日 小高区全体懇談会 
 

（４）小高区学校適正化検討協議会（区長会とＰＴＡ等で構成する任意団体） 
  ７月１８日 第１回検討協議会 
  （協議及び確認事項） 

① 小高区４小学校の統合を進めることの確認 
② 学校統合に係る意見書等を整理し、市へ提出することの確認 

  ８月１９日 第２回検討協議会 
  （協議及び確認事項） 
   ① 意見書（案）の確認 
 

  → 区長会とＰＴＡが中心となり地域の任意団体を設立し、これまでの懇談会等で出され
た意見を整理したうえで「小高区学校統合に関する意見書 別紙 」を令和元年９月
２日に市長及び教育長に提出した。 

 

２ 今後の進め方 
南相馬市公立学校適正化計画に基づき、学校統合準備協議会（仮称）を市で設置

し、小高区４小学校の統合校の名称や校歌をはじめ、学校統合に向けた具体的な取組み
を進めます。併せて、特色ある学校づくりを目指すとともに、小中一貫教育などの制度を積極
的に検討します。 

資料３ 



別 紙

南相馬市長 門 馬 和 夫 様

令和元年9月 2日

小高区学校適正化検討協議会

会 長  堀 内 洋 伯霧
小高区学校統合に関する意見書

日頃より、小高区の子どもたちのためにご尽力いただき、感謝申し上げます。

さて、去る 5月 、6月 に市教育委員会が開催しました、計 4回の地区懇談会での

説明・を受けまして、行政区長、学校 P猟 役員を中心とした、学校適正化に係る地域

の検討協議会を設置いたしました。

本協議会では、震災後に児童生徒数が激減した小高区小中学校のあるべき姿や、

現状の小学校合同運営のあり方、小高区内学校統合の是非など、子どもたちにとつ

てより良い教育環境について慎重に協議いたしました。

協議の結果、「合同運営を解消 し、小高小学校、福浦小学校、金房小学校、
。

鳩原小学校の 4校を 1校に統合すべき」との結論に至りました。
ついては、4校の統合に、早急に着手することが必要です。

なお、統合に際しましては、下記項目についての配慮が必要です。

記

1 小高区の学校に、他校にはない特色が必要です
特定の科目に特化した学習指導や、高等教育機関との連携など、統合校に新た

な付加価値を付けるため、特色ある学校づくりを、積極的に検討すること。

2 教育環境の安定に向け、より良い制度化の検討が必要です
小学校と中学校との連携した教育カリキュラムの編成を含め、小中一貫教育や

小規模特認の制度化について、安定的な教育環境が提供できるよう検討すること。

3 地域との良好なコミュニティー維持を図る必要があります
学校運営に地域の思いを反映する場を検討するなど、地域と学校が良好な関係

性を保てるようにすること。



小高区学校適正化検討協議会名簿

(令和元年8月 19日現在 )

Na 区   分 役 職 等 氏   名 備 考

1

行政区長連合会

会長・中部地区区長会長 林 勝典 副会長

2 副会長・西部地区区長会長 渡部 義則

3 副会長・東部地区区長会長 阿部 貞康

4

小高区 4校学校 P tt A

会長・福浦小担当
兼務 :小高区 5校 PTA連 絡協議会会長 堀内 洋伯 会長

5 副会長・小高小担当 茂木 美紀

6 副会長・金房小担当 嚢田 勇雄

7 庶務 口鳩原小担当 古内 克利

小高中学校 P tt A
会 長 佐藤 恵美

9 副会長 郡 義行

10 小高幼稚園保護者 小高幼稚園保護者 小林 隼人

11

学校評議員

小高区 4小学校 学校評議員 石井 幹雄

12. 小高中学校 学校評議員 西 佳世子

13

学校長

小高区 4小学校長 藤巻 国孝

14 小高中学校長 堀川 泰宏

8


